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医療の高度化や社会のニーズの多様化によって，看護
職の役割と責任は増大してきている。看護師が質の高い
看護を実践していくためには，自身の専門職者としての
力を発揮していきいきと働く職場を作っていくことが重
要である。いきいきと働ける職場かどうか，従来，主と
して，職務満足（job satisfaction）といった観点から検討
されていた。しかし，近年では，組織（organization）や職
業（occupation）に対する専門職業人の意識を明らかにす
る視点として，コミットメントの概念が注目されている。
これまで，個人の組織に対する帰属意識を表す概念とし
て組織におけるコミットメントが中心に検討され，Meyer
ら１）によって，職業におけるコミットメントに応用されて
きた。コミットメントは，組織や職業に対する心理的態
度を意味しており，愛着や好意的感情のような情緒的要
素，義務感や忠誠心のような規範的要素，やめると失う
ものが大きい存続的要素から構成していると仮定されて
いる。組織や職業へのコミットメントは，組織への定着
や職務意識・行動に関連することが明らかにされている。
高木ら２）はMeyer ら１）の研究をもとに，日本における帰属
意識の特徴をとらえ，さらに組織コミットメントには「愛
着要素」「内在化要素」「規範的要素」「存続的要素」の因
子を抽出していた。
また，職業コミットメントに関して，専門性の高い職

業においては，組織よりも自らの職業にコミットするこ
とが多い３）といわれており，酒井ら４）や矢野ら５）の行った公
立総合病院で働く女性看護師を対象とした一連の研究で
も，看護師として働くことや現在勤務している病院（組
織）に対する義務感は低く，病院（組織）に対するより
も看護職（職業）に対する愛着や自己投資感が高かった
ことからも，女性看護師は専門職者として組織との関係
よりも職業との関係を重視していることが示唆された。
看護学生は，入学前からすでに看護を職業として意識

し，結果，入学時にはすでに高い職業コミットメントを

持っていると考えられる。さらに，職業コミットメント
は，学校教育や職業・職場等を通して形成され，職業や
職場への適応に密接に関係すると言われている６）。したがっ
て，卒業直後より専門的知識や技術を求められる看護職
にとって，学生時の職業コミットメントは，就職後のリ
アリティショックやスムーズな職場への適応，早期離職
等に関係すると考えられる。また，看護学生の職業コミッ
トメントは，学習態度やストレス対処行動にも影響をお
よぼすと言われ，入学後の早い時期から職業に直結した
専門科目を学習する学生にとって，その内容や方法はそ
れまでの高校時代の学習とは異なり，常に看護という職
業を意識しながら進めていくことになる。すなわち，「看
護師（保健師・助産師）の国家資格を取得する」「看護と
いう仕事に就く」という目標を持って入学したものの，
入学後，「向いていないのではないか」「やる気が起きな
い」「何か違う」等々，看護職を選択したことに悩み，結
果，学習や学生生活に不適応を起こす学生が最近増えて
いるように感じる。特に臨地実習での体験が職業志向性
や不適応感に影響することや，入学動機や志望動機・看
護職への志向が，入学後の学習態度や学習意欲等に影響
する７）とも言われている。羽田野ら８）は，看護学生の職業
コミットメントに関して，課程や学年および志望動機に
よるちがいの有無とその関連要因について検討した。そ
の結果，職業的コミットメントの３側面のうち，情緒的
要素のみ，課程や志望動機によるちがいが認められたが，
実習による影響については確認できなかったこと，また，
情緒的要素は，特性的自己効力感および教員との関係と
比較的強い関連性が認められたことを報告した。さらに，
矢野ら９）は３年課程および２年課程の最終学年の学生を対
象に，職業コミットメントと特性的自己効力感が実習前
後でどのように変化するのかについて検討を行い，３年課
程および２年課程ともに，職業に対する愛着や好意的感
情を表す情緒的要素のみ実習後に上昇していたと報告し
た。
以上に紹介したように，石田ら６，１０）や寺島ら１１）は，キャ
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リアコミットメントや学習態度等の変化を学年進行によ
り明らかにしていた。また，波多野ら７）は看護職アイデン
ティティ発達の段階を，羽田野ら８）や矢野ら９）は職業コミッ
トメントを，課程別に比較していた。このようにこれま
での研究では，看護学生の職業コミットメントや学習態
度に関して，いずれも看護系短期大学や専門学校等の３
年課程ならびに２年課程での研究が行われてきた。しか
し，看護系大学が増加している現状で，看護系大学生を
対象に職業コミットメントの変化に関する研究はみられ
ない。２００２年には看護系大学が１００を越え，社会のニーズ
も高まり２００６年６月現在では１４２校に増加している１２）。医
療の高度化に伴って，質の高い看護学生を養成するため
に，大学に求められる役割は大きいと言えよう。看護系
大学では看護師資格取得に関わる教育の上に保健師さら
には助産師等の受験資格につながる教育を行っている。
そこで，大学生活の中で職業コミットメントはどのよう
に変化するのだろうか。
また，Bandura１３）の行動変容理論に個人の主観的確信を

示す自己効力感において，ある結果を生み出すために必
要な行動をどの程度うまく行うことができるかという個
人の確信を示す自己効力感には２つの水準がある。ひと
つはある種の人格特性的な認知傾向とみなすことができ
る，より一般化した日常場面における行動に影響する自
己効力感は特性的自己効力感（generalized self-efficacy :
GSE）と呼ばれている。すなわち，特定の状況だけでなく，
個人の様々な場面において，その結果に必要な行動を効
果的に遂行できるという確信であり，未経験の新しい状
況への適応や問題解決行動と関連するという報告もある。
古谷野１４）は，自己効力感が看護師の自律性や看護師として
の自己実現に関わっていることを明らかにしている。さ
らに，羽田野ら８）は職業コミットメントの情緒的要素は特
性的自己効力感および教員との関係と相関が認められた
ことより，情緒的要素は個人特性が影響することを示唆
していた。
以上のことから，職業コミットメント・特性的自己効

力感・学生生活に対する意識の変化や関連について検討
することは，学生の学習や職業・職場への適応を促進す
るための教育的支援のあり方の示唆を得ることになると
考える。そこで本研究では，看護系大学生の職業コミッ
トメントと特性的自己効力感が学生生活の中でどのよう
に変化するのかについて検討を行った。そして，学習の
動機づけや支援方法等教育のあり方への示唆を得ること
を目的とした。

方 法

１．調査対象

医療系大学看護学科の学生６０名。

２．調査期間

１）入学時：２００４年４月
２）半年後：２００４年１０月
３）１年後：２００５年４月
４）１年半後：２００５年１０月
５）２年後：２００６年４月

３．調査方法

無記名自己記入式質問紙法。講義終了直後の昼休みや
放課後の１５分間を用いて集合方式で行い，その場で回収
した。なお，無記名ではあるが，個人の追跡が可能にな
るよう，以下の手続きをとった。まず，今後追跡調査を
行う予定であることを説明し，各自にランダムな番号を
記入したカードを配布し，質問紙にその番号を記入した
後，カードとともに配布した封筒にカードを入れて密封
し，封筒の表には氏名を記入してもらい，質問紙とは別
に回収した。２回目以降の調査では，学生の氏名が記入
されたその封筒を学生に返却し，学生自身が開封してカー
ドに記載されている番号を質問紙に記入した後，１回目
と同様の手続きを行った。

４．倫理的配慮

調査目的や自由参加であること，得られたデータはす
べて統計的に処理し，個人が特定されることはないこと，
また，研究目的以外には使用しないことや追跡調査を行
う予定であること等を文書および口頭で説明した。

５．調査内容

１）職業コミットメント：Meyer ら１）の「職業コミットメ
ント」尺度と石田ら６）の「看護学生用キャリアコミッ
トメント」尺度を参考に，情緒的要素（職業に対す
る愛着，好意的感情）６項目，および計算的要素（や
めると失うものが大きいといったことを表す）６項
目，ならびに規範的要素（義務感）３項目，世間体
要素３項目の４因子１８項目からなる尺度を作成し，
「自分自身にどの程度あてはまるか」について「あ
てはまる」～「あてはまらない」の５段階で評定を
求めた。

２）特性的自己効力感：Shererら１５）が尺度開発し，成田ら１６）

によって翻訳された日本語版２３項目を用い，「自分自
身にどの程度あてはまるか」について「あてはまる」～
「あてはまらない」の５段階で評定を求めた。

３）学習やクラスメイトおよび教員との関係についての
意識：学習（困難さ・複雑さ等）７項目，教員との
関係６項目，クラスメイトとの関係５項目，計１８項
目を独自に作成し，「どの程度そのように思うか」に
ついて「そう思う」～「そう思わない」の５段階で
評定を求めた。
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４）看護職を志望した理由：内発的動機（「あこがれてい
た職業だから」「人や社会の役にたてる職業だから」），
外発的動機（「資格が取れ，一生働ける職業だから」
「他の職業に比べて給料がよいから」），他発的動機
（「親や教師などにすすめられたから」「他にやりた
いことがなかったから」）に「その他」を加えた７つ
の選択肢からの択一とした。

６．分析方法

尺度項目ごとに「あてはまる（そう思う）」５点～「あ
てはまらない（そう思わない）」１点を与え得点化し，平
均値と標準偏差を算出した。職業コミットメントの４要
素（情緒的，計算的，規範的，世間体）および特性的自
己効力感それぞれについて，時期によるちがいの有無を
検討するために一元配置分散分析を行った。多重比較に
は５％を基準としてTukey によるHSD検定を用いた。統
計的検定には SPSS 11.0 J for Windows を使用した。

結 果

５回とも協力が得られた学生は５３名（回収率８８．３％）
で，そのうちすべての項目に回答がされている４１名を分
析対象とした（有効回答率６８．３％）。２００６年４月入学時の
平均年齢は２０．４±２．８歳であった。入学時，看護職を志望
した理由は，内発的動機１８名（４３．９％），外発的動機１７名
（４１．５％），他発的動機６名（１４．６％）であった。

� 職業コミットメントの変化

情緒的要素の変化を図１に示す。職業コミットメント
４要素（情緒的・計算的・規範的・世間体）とも時期に
よる主効果が有意であった（情緒的：Ｆ（４，１６０）＝１３．６０，

ｐ＜．００１，計算的：Ｆ（４，１６０）＝２．６５，ｐ＜．０５，規範的：
Ｆ（４．１６０）＝３．２１，ｐ＜．０５，世間体：ｆ（４．１６０）＝３．５８，
ｐ＜．０１）。
多重比較を行ったところ，入学後と１年後，１年半後，２
年後の間に有意差が見られ，いずれの時期も入学時に比
べ得点が低かった。また，半年後と１年半後，２年後の
間に有意差が見られ，両時期とも半年後に比べ得点が低
かった。さらに，１年後と１年半後との間にも有意差が
見られ，１年後に比べて得点が低かった。

計算的要素の変化を図２に示す。入学時と１年後の間
に有意差が見られ，１年後に比べて得点が低かった。
規範的要素の変化を図３に示す。入学後と半年後，半

年後と一年半後との間に有意差が見られ，いずれの時期

図２ 計算的要素

図１ 情緒的要素 図３ 規範的要素
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も半年後に比べて得点が低かった。

世間体要素の変化を図４に示す。入学後と半年後，１
年半後，２年後との間に有意差が見られ，いずれの時期
も入学時が得点が低かった。
� 特性的自己効力感および学習や教員・クラスメイト

に対する意識の変化（表１）

特性的自己効力感は半年後に上昇しているものの有意
な変化は認められなかった。また，学習やクラスメイト
との関係は平均より高値を示しているものの有意な変化
は認められなかった。教員との関係は，時期による主効
果が有意であったが（Ｆ（３．１２０）＝２．８３，ｐ＜．０５），多重
比較では明確な差が見いだせなかった。

� 志望動機による変化

看護職を志望した理由の内発的動機・外発的動機・他
発的動機によるコミットメントの変化をみたが動機別の
変化は認められなかった。

考 察

職業コミットメントでは，職業への愛着や同一化を示
す情緒的コミットメントが入学時から経過するにつれ有
意に低下していた。石田ら６）の研究では高学年になるにつ

れ，愛着（情緒的要素）・内在化（規範的要素）は低下し，
計算的・世間体要素は上昇していた。学生生活が進むに
つれ，看護職への憧れが，厳しい現実に変わっていく過
程で情緒的要素が低下していると考えられている。今回
の結果は入学後２年の経過ではあるが専門科目の学習や
筆記試験・実技試験・演習・実習等を通して，学習の困
難さは感じながらも，看護の楽しさややりがいはまだ感
じていないことから，同様に低下していったと考えられ
る。石田ら１７）の研究では，情緒的要素は入学時に最も高く，２
年で一旦低下し，３年次（実習終了後）には再上昇して
おり，臨地実習がキャリアコミットメントに影響を与え
ていた。今回の看護系大学生は，これから本格的な臨地
実習を３年次に控えている。臨地実習が職業コミットメ
ントにどう影響していくのか追跡が必要であると考える。
また，教員との関係は有意差があった。実習となると教
員と密接に関わる時期でもある。菊池１８）の基礎・成人看護
学実習を終えた３年生を対象にした研究では，教師の情
緒的サポートは看護への興味・関心と関連していた。さ
らに，菊池１８）は「教師が悩みを聞いたり，心配してくれる
と感じられることは，学生の看護に対する興味・関心を
高める要因である」と述べている。教員と学生との関わ
りが，学生の職業コミットメントにどのように関連があ
るか今後検討していく必要がある。
やめると失うものが大きいといった計算的要素は入学

時から１年後に有意に上昇し，その後は高値を示したま
まである。大学生にとって，入学後，学生生活を送って
いくなかで，進路変更を考えることは時間が経過するに
つれ，低下してくることは一般的なことだと考えられる。
まして看護系大学生にとっても資格取得に向け，今さら
やめるのはもったいないと考えているのではないだろう
か。
規範的要素は半年後に有意に上昇するが，半年後から

１年半後に有意に低下していた。看護系大学生のカリキュ
ラムでは１年次教養科目が主であるが，看護の基礎も同
時に学んでいる。初めて看護学という科目にふれ学習し
たことで，義務感といった規範的要素は，半年後に高まっ
たと考えられる。その後，看護の実践といった専門科目
は３年次に主に学んでいく。義務感といった規範的要素
は３年次以降に再度上昇するのだろうか，今後の変化を
確認する必要がある。

表１ 特性的自己効力感と学習環境の平均値と分散分析結果

入学時 半年後 １年後 １年半後 ２年後 Ｆ値

特性的自己効力感 ３．１３±０．３８ ３．１６±０．４６ ３．０６±０．４９ ３．０７±０．４０ ３．０４±０．４２ １．０４

学習 ３．８２±０．３０ ３．８６±０．３４ ３．８０±０．４１ ３．８２±０．３５ ０．３５

教員との関係 ３．０１±０．６３ ３．２９±０．６２ ３．０７±０．６３ ３．２５±０．７７ ２．８３＊

クラスメイトとの関係 ３．６３±０．７１ ３．７５±０．６２ ３．７０±０．８０ ３．７３±０．７４ ０．３７

＊ｐ＜．０５

図４ 世間体要素
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世間体要素は，入学時に比べ，半年後，１年半後，２
年後の３つの時期で高かった。石田ら６）は「親から経済的
に自立していないことが原因のひとつ」と考えていた。
今回の研究でも「ここで看護の勉強をやめたら，家族や
親戚にあわせる顔がない」と言うように，経済的援助や
家族の期待を背負っていたり，まだまだ他者の目や評価
が気になったりする看護系大学生にとっても同様のこと
が言えるだろう。
また，学習やクラスメイトとの関係，さらに特性的自

己効力感は変化がなかった。このことは，職業コミット
メントは，時期により変化していたことを考えると，個
人における特性的自己効力感は変化しなくても，学生生
活のなかで，看護に対する思いは変化する脚１）と言える。
さらに，看護職を志望した理由による職業コミットメン
トの変化をみたが，変化に違いはなかった。このことか
ら学習の動機づけや学習支援方法を入学動機によって変
更する必要はないと考える。しかし，羽田野ら８）の研究で
は内発的動機をもつ者で情緒的要素が高かった。羽田野
ら８）の研究対象は看護系短期大学生であり，今回の対象は
看護系大学生であるため，結果が異なったと考えられる。
また，２年間のみの結果であるため今後も追跡調査が必
要であると考える。
今回，変化の要因を明確にするまでにはいたらなかっ

たものの，実習等が影響していることが推察され，本格
的な臨地実習が始まる３年次から４年次へと，今後どの
ように変化するのか，その影響要因も含めてさらに追跡
するとともに，それらの変化を踏まえた教育的支援方法
を検討していく必要性が示唆された。
今後は，さらなる縦断的追跡調査を行うことによって，
看護系大学生の職業コミットメントに関連する要因を明
らかにするとともに，学習の動機づけや支援方法等教育
のあり方を検討する必要があると考える。
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脚注１

学年の特性による影響を検討するために平成１６年度入学
生と平成１７年の入学生のそれぞれのコミットメントの変
化をみたが差は認められなかった。

附表１ 本研究で用いた職業コミットメント

情緒的要素

・看護職への道に進もうとしていることを誇りに思って
いる。

・看護職をめざしたことを後悔している。（逆転項目）
・本当は看護職にはなりたくない。（逆転項目）
・看護の勉強に熱中している。
・看護職にむいていないように感じる。（逆転項目）
・看護職になることは，私にとって重要な意味をもつ。
計算的要素

・もし看護職をめざすことをやめてしまったら，生活の
あまりにも多くの部分が崩れてしまう。

・今進路を変更することは，かなりの個人的犠牲を強い
ることになる。

・私にとって，今看護職になることをやめることは損失
が大きい。

・今，看護職になることをやめることは，私にとって難
しい。

・これまで看護職になる勉強を続けてきたのだから，今
進路をかえることは考えられない。

・看護職になることをやめることを躊躇させる要因は，
私にはない。（逆転項目）

規範的要素

・別の職業で将来よい仕事ができるとしても，今，看護
職をめざすことをあきらめることは正しいとは思わな
い。

・看護職になることをやめたら，私は罪悪感を感じるだ
ろう。

・看護職になる義務はないと思う。（逆転項目）
世間体要素

・看護の勉強をやめると，人になんと言われるかわから
ない。

・ここで看護の勉強をやめることは，世間体が悪いと思
う。

・ここで看護の勉強をやめたら，家族や親戚にあわせる
顔がない。

附表２ 本研究で用いた学習や教員・クラスメイトに対

する意識

看護の学習

・看護の勉強では相手の気持ちを深く考えなければなら
ないことが多い。

・実習や演習など看護の勉強では，こまごまと神経をつ
かわなければできないことが多くある。

・たいていの学習は，特に考えたりしなくても，機械的
に進められる。（逆転項目）

・同じようなことを繰り返す学習内容が多い。（逆転項目）
・看護は，特別の教育や訓練を受けた者だけにできる仕
事である。

・看護はたえず新しい知識や技術の習得を必要とする仕
事である。

・教員の指示や指導にしたがってさえいれば，まちがい
ない。（逆転項目）

教員との関係

・教員が，自分の気持ちを理解してくれないことがある。
（逆転項目）

・教員は，学習などのことについて聞くと，適切な助言
をしてくれる。

・教員の態度にかなり気をつかう。（逆転項目）
・演習や実習などでよい結果を出したときは，いつもそ
れなりの評価が教員からかえってくる。

・教員は，私のことを肯定的に評価してくれていると思
う。

・教員に対して，素直に自分の気持ちや考えが言えない。
（逆転項目）

クラスメイトとの関係

・クラスメイトは，私のことを肯定的に評価してくれて
いると思う。

・実習や学習などで困ったことがあっても，クラスメイ
ト同士では気楽に話し合いができない。（逆転項目）

・クラスメイトは，実習や演習などで大変なときは，お
互いに助け合い協力し合っている。

・私のクラスメイトは，お互い信頼し合っていると思う。
・私のクラスメイトは，お互いに気づいたことを率直に
話すようにしている。

要 旨

本研究では，看護学生の職業コミットメントおよび特
性的自己効力感ならびに学習や教員・クラスメイトに対
する意識が学生生活の中でどのように変化するのかにつ
いて検討し，学習の動機づけや支援方法等教育のあり方
への示唆を得ることを目的とした。医療系大学看護学部
の学生４１名を対象に，入学時から２年間６ヶ月ごとに計
５回無記名自記式質問紙調査を行った。その結果，職業
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コミットメントは４要素（情緒的・計算的・規範的・世
間体）とも変化が認められ，なかでも職業への愛着や志
向性を示す情緒的要素は１年後・１年半後・２年後と明
らかに低下していた。一方，特性的自己効力感および学
習や教員・クラスメイトに対する意識には変化は認めら
れなかった。変化の要因を明確にするまでにはいたらな
かったものの，実習等が影響していることが推察された。
本格的な看護学実習が始まる３年次から４年次へと，今
後どのように変化するのか，その影響要因も含めてさら
に追跡するとともに，それらの変化を踏まえた教育的支
援方法を検討していく必要性が示唆された。
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